
​令和7年度 学校教育自己診断 分析報告書​

​〜「意味・規範・制度」の3層から読み解くウェルビーイングの実践〜​

​1. 分析のフレームワーク​

​　本校では、学校全体のウェルビーイング（​​幸福で充実した状態）​​を、以下の3つの層が相互に支え合​

​い、整合している状態と定義しています。本報告書は、この3つの層に照らし合わせ、開校初年度の教育​

​活動を多角的に分析したものです。​

​●​ ​意味層（生き方・物語）​​一人ひとりが、自分の学びや存在に意味を見いだせているか。自分らし​

​くいられる感覚、学びが人生に繋がっている実感、​​未来への希望を育み、自分らしい生き方を​
​支える理念の中核となる層​​。​

​●​ ​規範層（文化・関係性）​​失敗をどう受けとめるか、意見のちがいを尊重できるか。明文化されて​

​いない学校の雰囲気や当たり前を形づくる層。​

​●​ ​制度層（学校経営・インフラ）​​学校のしくみや環境。​​幸福感を直接的に高めるものではない​
​が、​​学びや安心を支える土台（学習環境、体制、安全管理など）となる層。​

​2. ウェルビーイングの基礎：5つの基本的欲求​

​　選択理論を基礎とし、人は誰しも、生まれながらに持っている5つの願い（基本的欲求）が満たされるとき​

​に幸せを感じると捉えています。​

​1.​ ​生存の欲求​​（安心・安全に過ごしたい、健康でありたい欲求）​

​2.​ ​愛・所属の欲求​​（仲間とつながりたい、大切にされたい欲求）​

​3.​ ​力の欲求​​（認められたい、役に立ちたい、達成したい欲求）​

​4.​ ​自由の欲求​​（自分で選びたい、自分のペースでやりたい欲求）​

​5.​ ​楽しみの欲求​​（学びたい、未知のものを面白がりたい欲求）​

​本診断では、これらの欲求が学校生活の各層でどのように満たされているかを可視化しました。​
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​3. 児童による診断結果：学びへの高い満足度​

​　全体として肯定的評価が非常に高く、特に本校の柱である「探究」と「自然」が児童に強く実感されていま​

​す。​

​図1：児童の主要項目肯定的評価グラフ​

​３−１．なぜ「学校が楽しい」のか​

​統計的な相関分析の結果、児童の「学校が楽しい（Q1）」という実感に最も強い影響を与えているのは、​

​「学びが将来役に立つ（Q23）」という実感（​​力の欲求の充足と将来への展望​​）でした。単なる娯楽としての​

​楽しさではなく、自分の学びが将来の自分に繋がっているという有能感が幸福感のエンジンとなっていま​

​す。 また、「ルール作りへの参画（Q6）」や「仲間との協力（Q12）」も楽しさと直結しており、自分たちが環​

​境の構築に関わっている実感がウェルビーイングの形成に寄与しています。​
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​4. 保護者による診断結果：教育理念への深い共感​

​　保護者の満足度は極めて良好で、学校への信頼や体験的学びの実感において、開校1年目として非常​

​に強固なコミュニティが形成されています。​

​４−１．冒険マインドが育む成長の連鎖​

​　保護者の視点では、​​本校が重視する資質である「冒険マインド​​（挑戦を面白がる心：Q28）」が育って​

​いると感じている場合、同時に「自分軸」「関係力」「探究力」「創造力」の全項目で高い成長を実感してい​

​るという強い相関が見られました。本校の掲げる挑戦の姿勢が、全ての資質能力を統合・加速させる​​中​
​核的な推進要因となっていることが示唆されました。​

​　一方、情報共有や教育計画の可視化（65%）には課題が残りました。これは教育の質そのものではなく、​

​制度層（情報発信の仕組み）の改善により、保護者の生存の欲求（安心感）をさらに高められる余地があ​

​ることを示しています。​
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​5. 教職員による診断結果：情熱を支える基盤の不足​

​　教職員のエンゲージメント（教員が興味や楽しさを感じながら教育に没頭し、能動的・持続的に教育へ取​

​り組む心理状態）は高い水準にありますが、その志を支える環境面には課題がみえました。​

​５−１. 生存の欲求（健康・安心）を支える制度の必要性​

​　教職員は高い志（力の欲求）と仲間の絆（愛・所属の欲求）で動いていますが、それを支える「制度層（生​

​存の欲求：健康・安心）」が不足している「成功痛（Success Pain）」（​​高い成果や使命感を支え​​る制度や資​
​源が追いついていない状態）​​の状態にあります。自由記述にある「意思決定フローの不明確さ」も、教​

​職員の「自由」と「生存」の両方を阻害する要因となっており、​​次年度における重点改善事項として位置​
​付けます。​

​6. 総括：3層構造から見た現状評価​

​3層モデルに照らすと、本校の現在地は以下のように整理されます。​

​層​ ​現状​ ​分析と展望​

​意味層​ ​極めて良好​
​児童・保護者・教職員が「何のためにここにいる​

​か」を共有できている、最大の強みです。​

​規範層​ ​概ね良好​

​安心感はあるが、児童の「自分たちで学校を良く​

​したい（61.1%）」という参画意識をさらに高め​

​る必要があります。​

​制度層​ ​重点的な改善が必要​
​計画の可視化、教職員の支援、意思決定フローな​

​ど、意味を支える「器（制度）」作りが急務。​
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​7. 令和8年度への戦略的ロードマップ​

​　診断結果を反映し、次年度は、意味を支える仕組み（制度層）の構築を全方位で進めます。​

​1.​ ​児童：参画と表現の深化​​　　「うつほ会議」等の​​自治的活動の充実​​により、児童が実際に学校の​

​ルールや環境を動かす機会を増やし、​​自由の欲求・力の欲求​​を充足させます。​

​2.​ ​保護者：可視化と共創のアップデート​​　　学期・年間単位の教育計画の可視化と、​​英語教育等​
​の成果発表・交流機会の拡充​​。プロセスの透明化により、保護者の生存の欲求（安心）を支えま​

​す。​

​3.​ ​教職員：持続可能な組織基盤の確立​​　　意思決定フローの明文化と、業務量調整・​​計画的な休​
​暇取得や業務改善の推進​​の導入。教職員の生存の欲求（健康・安心）を制度層で補完します。​

​8. 次年度へ向けて​

​　本校は、この診断結果を学校全体がさらに成長するための貴重な資料として活用し、以下の具体的ア​

​クションに取り組みます。​

​●​ ​教育計画の共有：​​カリキュラムの可視化と成果提示の方法を改善し、保護者との共創を深めます。​

​●​ ​主体性の更なる促進：​​児童・保護者・教職員が、与えられる側ではなく共に創る側としての機会を創​

​出します。​

​●​ ​組織体制の明確化：​​誰がいつ決めるのかを明確にし、情報共有のスピードと質を向上させます。​

​●​ ​多言語教育の質向上：​​海外交流や具体的アウトプットの場を増やし、多言語での視点獲得を実感​

​できる工夫を凝らします。​

​9. まとめ​

​　本診断結果は、うつほの杜学園に関わる全ての皆さまの願い（欲求）と声から成り立っています。私たち​

​は、この結果をもとに、意味・規範・制度の3層が調和し、一人ひとりが自分らしく輝ける​​ウェルビーイン​
​グを実現する学びのコミュニティ​​を、これからも皆さまと共に創り続けてまいります。​

​令和7年3月吉日​

​学校法人 うつほの杜学園​

​うつほの杜学園小学校​
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​令和７年度　学校教育自己診断の結果と分析​

​１．学校教育自己診断（児童）分析​
​（１）良い点​
​全体として肯定的評価が非常に高く、特に探究型グローカル教育の満足度が顕著である。体験的な学び（​
​94.4％）、自然とのつながり（94.5％）などは極めて高評価であり、本校の教育の柱が児童に強く実感さ​
​れている。また、「学校が楽しい（88.7％）」「仲間意識（88.8％）」「先生が話を聞いてくれる（88.9​
​％）」など、安心できる人間関係と学習環境が形成されている点も大きな強みである。自由記述からも​
​「探究」「体験」「休み時間」など、主体的・能動的な時間への満足度が高いことが読み取れる。​

​（２）課題​
​一方で、次の項目に課題が見られる。安心感（66.7％）や自己表現（自由に作る50.0％）がやや低い、学​
​校​​改​​善​​へ​​の​​参​​画​​意​​識​​（​​61.1​​％）、​​生​​活​​満​​足​​感​​（​​61.1​​％）、​ ​特​​に、​​「自​​分​​ら​​し​​く​​安​​心​​し​​て​​過​​ご​​せ​​る」​​「自​​由​
​に表現できる」項目の数値は、学校の理念に照らして改善の余地がある。自由記述でも「もっと英語レベ​
​ルを上げたい」「ルールづくりにもっと関わりたい」など、学びの質と主体性へのニーズが確認できる。​

​（３）今後の取り組み​
​ク​​ラ​​ス​​や​​う​​つ​​ほ​​会​​議​​の​​充​​実​​で、​​児​​童​​の​​意​​思​​決​​定​​機​​会​​の​​拡​​充​​し、​ ​表​​現​​活​​動​​（図​​工・​​探​​究​​ア​​ウ​​ト​​プッ​​ト）​​の​​時​
​間・​​方​​法​​の​​見​​直​​し​​が​​検​​討​​で​​き​​る。​ ​さ​​ら​​な​​る​​安​​心​​感​​の​​醸​​成​​や​​英​​語​​学​​習​​の​​工​​夫​​な​​ど​​に​​つ​​い​​て、​​協​​議・​​改​​善​​に​​取​
​り組む。​

​２．学校教育自己診断（保護者）分析​
​（１）良い点​
​満足度は非常に高く、「学校への信頼（100％）」「学びの価値（95％）」「満足度（95％）」といった​
​項​​目​​は​​極​​め​​て​​良​​好​​で​​あ​​る。​​ま​​た、​​体​​験​​的​​学​​び​​（​​100​​％）​ ​、​​自​​然・​​地​​域​​と​​の​​つ​​な​​が​​り​​（​​95​​～​​100​​％）​ ​な​​ど、​
​学校の特色に対する評価も高い。自由記述では、教職員の人間性、個性尊重、探究的学びなどが高く評価​
​されており、教育の方向性は支持されている。​

​（２）課題​
​情報共有（65％）、学校との連携（65％）、英語教育の実感（65％）、グローバル教育の実感（50％）​
​には課題を残し、計画性が見えにくいという指摘もあるため、教育の質そのものではなく、見え方や共有​
​に改善を必要である。​

​（３）今後の取り組み​
​年間あるいは学期単位の教育計画の可視化や英語アウトプット機会の増加（発表・交流）、海外・外部と​
​の連携プログラムの拡充、保護者参加型イベント・対話機会の定期化、情報発信の頻度や方法の改善に取​
​り組む。​

​３．学校教育自己診断（教職員）分析​
​（１）良い点​
​教職員のエンゲージメントは高く、学校への意味づけ（100％）、コミュニティ意識（100％）、人間関係​
​（​​100​​％）​ ​と​​いっ​​た​​点​​は​​非​​常​​に​​良​​好​​で​​あ​​る。​​ま​​た、​​児​​童​​の​​成​​長​​（探​​究​​力・​​創​​造​​力）​​に​​対​​す​​る​​評​​価​​も​​高​​く、​
​教育実践への手応えが感じられる。​
​（２）課題​
​一方で、健康支援（33.3％）、研修支援（33.3％）、授業改善の仕組み（50％）、多言語・グローカル教​
​育​​（​​33.3​​～​​50​​％）、​​保​​護​​者​​連​​携​​（​​66.7​​％）​ ​な​​ど、​​教​​員​​支​​援​​と​​学​​校​​運​​営​​に​​は​​課​​題​​が​​見​​ら​​れ​​る。​​自​​由​​記​​述​​で​​は​
​特に、意思決定の不明確さ、 情報共有の工夫が課題として挙げられる。​

​（３）今後の取り組み​
​組織体制の明確化（意思決定フローの整理）、定例会議の質向上（熟議時間の確保）、教員研修・外部研​
​修の体系化、授業改善の仕組み（授業研究・ピアレビュー）、教職員のウェルビーイング支援（業務量調​
​整・休息設計）、採用・配置の戦略的設計などに取り組む。​

​４．総括​
​探究型グローカル教育及びウェルビーイングにおいて非常に高い評価を得ている一方で、課題は共通して​
​次の３点に集約される。可視化・共有（計画・情報・成果）、主体性のさらなる促進（児童・保護者・教​
​職員）、組織基盤の強化（人材・仕組み・働き方）​
​ビジョン→実践→成果の一貫提示やグローカル教育の質的向上などに工夫と改善を要する。​



​令和７年度学校教育自己診断（児童）​
​回答数18​

​R７​
​1​ ​ウェルビーイング​

​コミュニティスクー​
​ル​

​わたしは、学校に行くのがたのしみです。​ ​肯定的評価​ ​88.7%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​2​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​学校ではまわりのみんなと、なかよくすごせ、なかまだとかんじ​
​ます。​

​肯定的評価​ ​88.8%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​3​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​わたしは、学校ではからだも、こころも、元気にすごせていま​
​す。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​4​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​先生は、わたしのはなしをきいてくれ、たいせつにしてくれます。​ ​肯定的評価​ ​88.9%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​5​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​わたしは、学校ではびくびくしないで、自分らしく、あんしんしてすご​
​せています。​

​肯定的評価​ ​66.7%​
​どちらともいえません​ ​22.2%​

​6​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​わたしたちの学校は、みんながあんしんしてすごせるように、ルールや​
​学校のことをみんなでかんがえてつくっているとかんじます。​

​肯定的評価​ ​77.8%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​7​ ​ウェルビーイング​
​コミュニティスクー​
​ル​

​学校の中では、どこにいても気持よくすごせます。​ ​肯定的評価​ ​77.7%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​8​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​学校では、先生におしえてもらうだけでなく、自分が「これが気にな​
​る、やってみたい」とおもうことを、自分で学んでんでいるとかんじま​
​す。​

​肯定的評価​ ​88.9%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​9​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​じゅぎょうでは、学校のそとにいったり、じっさいにたいけんす​
​る学びがあります。​

​肯定的評価​ ​94.4%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​10​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​じゅぎょうでは、じゆうに作ったり、かいたりできると感じま​
​す。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえません​ ​22.2%​

​11​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​学校では、日本ごとえいごで学ぶことで、かんがえやせかいがひ​
​ろがっているとかんじます。​

​肯定的評価​ ​72.2%​
​どちらともいえません​ ​22.2%​

​12​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​学校では、まわりの人たちといっしょにきょうりょくし、学ぶこ​
​とがあります。​

​肯定的評価​ ​88.9%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​13​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​学校では、自分やまわりの人たちのきもちや、自分やまわりの人​
​たちをたいせつにすることを学んでいます。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​14​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​わたしは、学校のまなびの中で、しぜんとつながっているとかん​
​じます。​

​肯定的評価​ ​94.5%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​15​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​わたしは、学校のまなびの中で、ほかのくにや、せかいとつな​
​がっているとかんじます。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​16​ ​探究型​
​グローカル教​
​育​

​わたしは、学校のまなびの中で、ちいきの人とつながっていると​
​かんじます。​

​肯定的評価​ ​83.4%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​17​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしは、自分のよいところや、すきなこと、きらいなことな​
​ど、自分のことを自分でしっています。​

​肯定的評価​ ​77.8%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​18​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしは、あいてといけんがちがうときも、おたがいをたいせつ​
​にしながら、うまくやっていけます。​

​肯定的評価​ ​66.7%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​19​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしには、自分のすきなことを自分でかんがえ、自分で学んで​
​いく力があります。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​5.6%​

​20​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしには、あたらしいことをかんがえたり、つくったり、かい​
​たりするちからがあります。​

​肯定的評価​ ​94.4%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​21​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしは、自分がやりたいとおもったことには、むずかしくても​
​ちょうせんしてみたいです。​

​肯定的評価​ ​77.8%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​22​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしは、学校をもっとよくするために、自分のかんがえをはな​
​したり、こうどうしたりできます。​

​肯定的評価​ ​61.1%​
​どちらともいえません​ ​27.8%​

​23​ ​うつほの​
​５つの力​

​学校で学んでいることは、わたしのせいかつやしょうらいにやく​
​立つとおもいます。​

​肯定的評価​ ​88.9%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​24​ ​うつほの​
​５つの力​

​わたしは、せかい、ちいき、しぜんとつながり、みんなのやくに​
​立てるとかんじます。​

​肯定的評価​ ​72.2%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​25​ ​総合的​
​ウェルビーイン​
​グ​

​わたしは、いま自分がしあわせであるとかんじます。​ ​肯定的評価​ ​88.9%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​26​ ​総合的​
​ウェルビーイン​
​グ​

​わたしは、自分のことがすきだとかんじます。​ ​肯定的評価​ ​72.3%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​27​ ​総合的​
​ウェルビーイン​
​グ​

​わたしは、学校やいえでのくらしに、まんぞくしています。​ ​肯定的評価​ ​61.1%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​28​ ​総合的​
​ウェルビーイン​

​わたしのまわりにいる、学校の子どもや大人は、しあわせそうに​
​見えます。​

​肯定的評価​ ​94.5%​
​どちらともいえません​ ​0%​



​グ​
​29​ ​総合的​

​ウェルビーイン​
​グ​

​学校やまわりをさらによくするために、わたしはなにかできる、​
​とかんじます。​

​肯定的評価​ ​66.6%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​30​ ​総合的​
​ウェルビーイン​
​グ​

​わたしは、大人になったとき、しあわせになっているとおもいま​
​す。​

​肯定的評価​ ​72.2%​
​どちらともいえません​ ​11.1%​

​令和７年度学校教育自己診断（保護者）​
​回答数20​

​R７​
​1​ ​子どもにとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​子どもは、学校生活を楽しんでいます。​ ​肯定的評価​ ​95.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​5.0&​
​2​ ​子どもにとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​子どもは、学校で周りの子たちと良好な関係を築けている​
​と感じます。​

​肯定的評価​ ​90.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​

​3​ ​子どもにとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​子どもは、学校では心身とも健康に過ごせていると感じま​

​す。​
​肯定的評価​ ​95.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​5.0%​

​4​ ​子どもにとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​子どもは、学校や教職員を信頼していると感じます。​ ​肯定的評価​ ​100.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​0%​

​5​ ​子どもにとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​子どもは、学校では周りの目を気にせず自分らしく過ごせ​

​ていると感じます。​
​肯定的評価​ ​85.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​15.0%​

​6​ ​子どもにとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​学校のルールや決まりごとは、子どもたちが主体的に関わ​

​りながら作られていると感じます。​
​肯定的評価​ ​90.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​10.0%​

​7​ ​子どもにとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​教室やうつほホール、運動場など、学校の空間は居心地が​

​良く作られていると感じます。​
​肯定的評価​ ​90.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​5.0%​

​8​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​私は、学校コミュニティの一員であると感じます。​ ​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​

​9​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​学校での学びは、子どもの人生に役に立っていると感じま​
​す。​

​肯定的評価​ ​95.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​5.0%​

​10​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​学校コミュニティでは、他の保護者や大人と共に、子ども​
​の成長を見守ることができていると感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​15.0%​

​11​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​教育理念は、わかりやすく保護者に伝わっていると感じま​
​す。​

​肯定的評価​ ​85.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​

​12​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​学校の連絡や情報共有は、適切であると感じます。​ ​肯定的評価​ ​65.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​30.0%​

​13​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​子どもの学びや成長をサポートするために、保護者と学校​
​との適切な連携があると感じます。​

​肯定的評価​ ​65.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​25.0%​

​14​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​学校コミュニティや学校運営では、保護者の意見が尊重さ​
​れていると感じます。​

​肯定的評価​ ​75.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​25.0%​

​15​ ​保護者にとってのウェルビーイン​
​グ​
​コミュニティスクール​

​学校には、保護者との連絡に役立つ連絡システムが整って​
​いると感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​
​16​ ​探究型​

​グローカル教育​
​子どもは授業において、先生に教えてもらうだけでな​
​く、自分で考え学んでいると感じます。​

​肯定的評価​ ​90.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​
​17​ ​探究型​

​グローカル教育​
​子どもは授業において、実際に体験しながら学ぶ機会が​
​多いと感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​0%​
​18​ ​探究型​

​グローカル教育​
​日本語と英語で学ぶことで、子どもの考えや世界が広​
​がっていると感じます。​

​肯定的評価​ ​65.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​25.0%​
​19​ ​探究型​

​グローカル教育​
​学校では、保護者が子どもの学びを理解するための一助​
​となる、学びの機会があります。​

​肯定的評価​ ​65.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​35.0%​
​20​ ​探究型​

​グローカル教育​
​学校では、保護者がウェルビーイングについて学ぶ機会​
​があります。​

​肯定的評価​ ​65.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​25.0%​
​21​ ​探究型​

​グローカル教育​
​子どもは、自然とつながった教育を受けていると思いま​
​す。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​0%​
​22​ ​探究型​

​グローカル教育​
​子どもは、地域とつながった教育を受けていると思いま​
​す。​

​肯定的評価​ ​95.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​5.0%​
​23​ ​探究型​

​グローカル教育​
​子どもは、世界とつながった教育を受けていると思いま​
​す。​

​肯定的評価​ ​90.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​



​24​ ​うつほの​
​５つの力​

​子どもは、自分のよいところや特技を伸ばし、自分軸を磨​
​いていると感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​20.0%​
​25​ ​うつほの​

​５つの力​
​子どもは、周りの子どもや大人とつながる関係力が育って​
​きていると感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​20.0%​
​26​ ​うつほの​

​５つの力​
​子どもは、自分で学び考えていく探究力が育ってきている​
​と感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​20.0%​
​27​ ​うつほの​

​５つの力​
​子どもは、新しいことを考えたり作ったりする創造力が​
​育ってきていると感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​20.0%​
​28​ ​うつほの​

​５つの力​
​子どもは、冒険マインドが育ってきていると感じます。​ ​肯定的評価​ ​75.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​25.0%​

​29​ ​うつほの​
​５つの力​

​子どもは、地域アイデンティティとグローバルマインドが​
​育ってきていると感じます。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​45.0%​
​30​ ​総合的​

​ウェルビーイング​
​私は、いま自分が幸せであると感じます。​ ​肯定的評価​ ​90.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​10.0%​

​31​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、自分のことが好きであると感じます。​ ​肯定的評価​ ​85.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​10.0%​
​32​ ​総合的​

​ウェルビーイング​
​私は、子どもがうつほの杜学園で学ぶことに、満足して​
​います。​

​肯定的評価​ ​95.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​5.0%​
​33​ ​総合的​

​ウェルビーイング​
​私のまわりにいる学校の子どもや大人は、幸せそうだと​
​感じます。​

​肯定的評価​ ​80.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​20.0%​
​34​ ​総合的​

​ウェルビーイング​
​私は、学校や地域をより良くするために、自分も何かで​
​きると感じます。​

​肯定的評価​ ​85.0%​
​どちらともいえませ​

​ん​ ​5.0%​
​35​ ​総合的​

​ウェルビーイング​
​私は５年後、今よりも幸せであるだろうと感じます。​ ​肯定的評価​ ​80.0%​

​どちらともいえませ​
​ん​ ​20.0%​

​令和７年度学校教育自己診断（教職員）​
​回答数　６​

​R７​
​1​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​私は、本校で前向きな気持ちで働くことができています。​ ​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7&​

​2​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​本校では自分らしく、安心安全にすごせています。​ ​肯定的評価​ ​83.3%​

​どちらともいえません​ ​0%​
​3​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​私は、本校の学校コミュニティの一員であると感じます。​ ​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​4​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​私は、本校で働くことに意味を感じています。​ ​肯定的評価​ ​100.0%​

​どちらともいえません​ ​0%​
​5​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​本校では他の教職員や保護者、子どもと良い関係で過ごせ​
​ていると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​6​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​児童の学びや成長をサポートするため、保護者との連携が​

​できていると感じます。​
​肯定的評価​ ​66.7%​

​どちらともいえません​ ​33.3%​
​7​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​本校の教育理念や教育方針、業務に必要な情報は、教職員​
​に適切に共有されていると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​8​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​学校経営において、教職員の意見が尊重されていると感じ​

​ます。​
​肯定的評価​ ​83.3%​

​どちらともいえません​ ​16.7%​
​9​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​本校の就業規則や制度、組織のあり方は働き手のウェル​
​ビーイングを補完するものであると感じます。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​10​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​教職員の健康維持に対する取り組みや仕組みがあると感じ​

​ます。​
​肯定的評価​ ​33.3%​

​どちらともいえません​ ​16.7%​
​11​ ​教職員にとってのウェルビーイング​

​コミュニティスクール​ ​学校の空間や環境は、教職員にとって居心地が良く、働き​
​やすいと感じます。​

​肯定的評価​ ​83.4%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​12​ ​教職員にとってのウェルビーイング​
​コミュニティスクール​ ​授業や業務を円滑に進めるためのIT環境やシステムが整っ​

​ていると感じます。​
​肯定的評価​ ​83.4%​

​どちらともいえません​ ​16.7%​
​13​ ​探究型​

​グローカル教育​
​私の授業では、子どもの興味や主体性を尊重する内容と​
​なっています。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​14​ ​探究型​
​グローカル教育​

​私の授業では、体験や活動を通じた学びを取り入れていま​
​す。​

​肯定的評価​ ​83.4%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​15​ ​探究型​
​グローカル教育​

​私の授業では、多言語での視点を取り入れています。​ ​肯定的評価​ ​33.3%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​16​ ​探究型​ ​私の授業では、自然とつながる要素を取り入れるよう努め​ ​肯定的評価​ ​66.7%​



​グローカル教育​ ​ています。​ ​どちらともいえません​ ​33.3%​
​17​ ​探究型​

​グローカル教育​
​私の授業では、地域とつながる要素を取り入れるよう努め​
​ています。​

​肯定的評価​ ​83.4%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​18​ ​探究型​
​グローカル教育​

​私の授業では、世界とつながる要素を取り入れるよう努め​
​ています。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​19​ ​探究型​
​グローカル教育​

​本校では、教職員が学ぶ機会や外部研修、視察等に対して​
​学校から支援があると感じます。​

​肯定的評価​ ​33.3%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​20​ ​探究型​
​グローカル教育​

​本校では、教職員がウェルビーイングについて学ぶ機会が​
​あると感じます。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​21​ ​探究型​
​グローカル教育​

​本校では、教職員が授業をより良く改善するための仕組み​
​や支援があると感じます。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​22​ ​探究型​
​グローカル教育​

​本校には、教職員の挑戦や意欲を支援する仕組みや制度が​
​あると感じます。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​23​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、自分のよいところや特技を伸ばし、自分軸（エー​
​ジェンシー）を磨いていると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​24​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、周りの人や、社会、自然環境とつながる関係力が​
​育ってきていると感じます。​

​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​25​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、自分で学び、考えを深める探究力が育ってきてい​
​ると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​26​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、新しいことを考えたり作ったりする創造力が育っ​
​てきていると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​27​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、冒険マインドが育ってきていると感じます。​ ​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​28​ ​うつほの​
​５つの力​

​児童は、地域アイデンティティとグローバルマインドが​
​育ってきていると感じます。​

​肯定的評価​ ​50.0%​
​どちらともいえません​ ​33.3%​

​29​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、いま自分が幸せであると感じます。​ ​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​30​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、自分のことが好きであると感じます。​ ​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​31​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、学校や家でのくらしに、満足しています。​ ​肯定的評価​ ​83.4%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​32​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、まわりにいる学校の子どもや大人は、幸せそうだ​
​と感じます。​

​肯定的評価​ ​66.7%​
​どちらともいえません​ ​16.7%​

​33​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は、地域や社会をより良くするために、自分も何かで​
​きると感じます。​

​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​34​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は５年後、今よりも幸せであるだろうと感じます。​ ​肯定的評価​ ​100.0%​
​どちらともいえません​ ​0%​

​35​ ​総合的​
​ウェルビーイング​

​私は総合的に見て、学校で働くことに満足しています。​ ​肯定的評価​ ​83.3%​
​どちらともいえません​ ​0%​


